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足立区基本計画審議会 会議概要 

会 議 名 足立区基本計画審議会 第２回ひと・行財政分科会 

事 務 局 政策経営部 基本計画担当課 

開催年月日 令和５年１１月８日（水） 

開 催 時 間 午前１０時００分 ～ 正午 

開 催 場 所 足立区役所 南館８階 特別会議室 

出 席 者 

【委員】 

石阪 督規 分科会長 市村 智 副分科会長 大山 日出夫 副分科会長 

笠井 健 委員 片野 和惠 委員 山下 友美 委員 

秋山 知子 委員 ぬかが 和子 委員 野沢 てつや 委員 

【事務局】 

政策経営部長 

勝田 実 

基本計画担当課長 

伊東 貴志 

基本計画担当係長 

山﨑 悠生 

政策経営担当係長 

芳賀 優美子 

政策経営担当係長 

鈴木 力 

政策経営担当係長 

乾 洋平 

政策経営担当係長 

土井 渉 

政策経営担当係長 

古田 信幸 

政策経営担当係長 

池田 広幸 

株式会社 地域計画連合 

相羽 

株式会社 地域計画連合 

青柳 

株式会社 地域計画連合 

柳坪 

関 係 所 管 
教育政策課長 

田巻 正義 

子ども政策課長 

安部 嘉昭 
 

欠 席 者 なし 

会 議 次 第 
１ 第１回 分科会での意見について 

２ 意見交換（現状と将来に向けた課題等） 

３ 今後の議論に向けた資料の説明について 

４ 事務連絡 

様式第１号（第３条関係） 
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資 料 

・ 【資料１】第１回 くらし・まち分科会での意見等 

・ 【資料２】第１回 ひと・行財政分科会での意見等 

・ 【資料３】意見提出用紙による意見等 

・ 【資料４】検討シート 

・ 【資料５】足立区基本計画策定のための検討素材 追加資料 

・ 【資料６】第２回 全体会開催通知 

・ 事前質問への回答 

・ 秋山委員からの配布資料 

・ 第８回「子どもの健康・生活実態調査」報告書（概要版）の訂正内容 

 

そ の 他 

傍聴人：有・無（  人） 

 その他参加者：有・無（     ） 

 



3 

 

（審議経過） 

（伊東基本計画担当課長） 

足立区基本計画審議会、第２回ひと・行財政

分科会を開会します。本日はお忙しいところご

出席を賜り誠にありがとうございます。私は本

日の司会進行を務める基本計画担当課長の伊東

です。よろしくお願いいたします。 

最初に本審議会の内容についてです。本審議

会は条例で公開を原則としていますので、会議

録などもホームページで公開しています。ま

た、会議記録を正確に記録するために、本分科

会の内容を録音していますので、その点ご了解

願います。またホームページや広報に掲載する

ということで、写真撮影をする場面もあります

が、ご了承願います。 

最初に事前にお届けをしている配付資料を確

認します。資料１から６までございます。資料

１、第１回くらし・まち分科会での意見一覧。

資料２、ひと・行財政分科会での意見一覧。資

料３、意見提出用紙による意見等。資料４、検

討シート。こちらは全部で４枚ございます。資

料５、足立区基本計画策定のための検討素材追

加資料。そして資料６、第２回全体会開催通知

でございます。その他、本日席上に配付した資

料として、席次表、事前質問への回答をまとめ

た資料。そして、意見提出用紙。そして、秋山

委員からお預かりした資料。そして、第８回子

どもの健康生活実態調査の報告書概要版の訂正

内容です。また資料はタブレットでもご用意を

しています。ご希望の場合は事務局職員にお伝

えください。 

続いて、席上マイクの使い方をご案内しま

す。ご発言をいただく際はお手数でもお手元の

マイクのボタンを教えていただき、マイクのラ

ンプが点灯しましたら最初にお名前をおっしゃ

ってください。お名前は会議録作成のために必

要なものでございます。発言が終わりました

ら、再度ボタンをおしていただきますようお願

いいたします。 

それでは、ここからの進行は石阪分科会長に

お願いいたします。 

 

１ 第１回 分科会での意見について 

（石阪分科会長） 

改めまして石阪です。よろしくお願いしま

す。本日は全員出席ということで、皆さんから

の意見交換を中心に行ないたいと思います。前

回かなりご意見をいただきましたが、資料４を

みると、空欄がまだかなりあります。本日はこ

ちらを中心にご意見をいただきたいと思ってい

ます。もちろん前回出していただいた子育てに

関する内容でも結構です。網羅的に意見をいた

だきたいこともありますので、ご協力のほどよ

ろしくお願いいたします。 

ではまず次第に沿って進めていきます。次第

１、第１回分科会での意見について、事務局か

ら説明をお願いします。 

（伊東基本計画担当課長） 

資料の１と２が前回の分科会でいただいた主

な意見をまとめたものでございます。まずこち

ら、ひと・行財政分科会ですので、資料２をご

覧ください。第１回のひと・行財政分科会でい

ただいた主な意見をまとめたものです。前回は

大きなくくりとして、子ども・教育に関するこ

と、男女共同参画に関すること、区政運営に関

することでご意見をいただきました。 

子ども・教育に関することでは、まず子ども

の居場所に関するところで、ご意見を多々いた

だいています。まずは子どもや高齢者の居場所

がなくなっており、それがコミュニケーション

不足につながり、引きこもりなどにつながって

いるのではないかというご意見。コロナを受け

て社会の環境が大きく変わって、それが子ども

たちにも影響があり、不登校が小学校１～２年

生から発生しているケースも見受けられるとい

う点。また、そうした不登校の児童・生徒は、

少年事件に絡む場面も多く、グレーゾーンと言

われる子どもたちも多いので、そうしたグレー

ゾーンの子どもたちも支えてほしいという意見

をいただきました。 

また、その下の学校教育、地域・家庭との関

わりについても数多くのご意見をいただきまし

た。学校内においても多様性が求められている

が、今の学校の人員の中では、そうしたものに

対応していくのが難しいように感じられると

か、ＮＰＯなどいろいろな団体が学校に関わる

様式第２号（第３条関係） 
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場面が必要なのではないかというご意見。ま

た、ＰＴＡに関してもご意見がいくつかありま

した。コロナ禍でコミュニケーションが取りづ

らくなっている場面が多いが、ＰＴＡの活動が

停滞しているため、その立て直しが必要なので

はないかということ。一般的に保護者からは、

ＰＴＡそのものが負担だと捉えられてしまう場

面があるので、有益なことがあるということの

認識をしてもらうような形が必要なのではない

かというご意見がありました。 

教育や人材については、ハード面・ソフト面

の底上げが必要で、学校の格差を解消すること

が必要であるという意見。あとは子どもの学力

と地域との関連を感じるので、全体の底上げの

ために学校には良い人材を積極的に配置してい

くべきだというご意見もありました。また、学

力の底上げはもちろんなのだけれども、優秀な

児童・生徒を更に延ばしていくところの施策も

必要なのではないかというご意見をいただいて

います。 

男女共同参画に関することですが、女性はど

んどん社会において変わってきているので、社

会進出においては経済的な理由だけで働いてい

るのではないということ。あとは男性故の生き

づらさという問題もあるのではないか、そこに

も焦点を当ててほしい。また、ジェンダーフリ

ーの視点を新たに基本計画にも明記すべきとい

うご意見が出ています。 

区政運営に関することでは、協創、施策その

もの、人材というところでご意見をいただいて

います。協創に関しては、ＮＰＯ等と一緒に協

創をしていくところが必要なのだけれども、行

政がやややりすぎている面もあるのではないか

というご意見。いろいろな分野に活動団体があ

るのだけれども、やりすぎと感じてしまう面で

は、団体と区が対等の関係になっていないのが

問題なのではないかというご意見がありまし

た。また、施策の中では、キーワードとして中

間層のメリットということが出てきました。中

間層にメリットのある施策が少ない。所得制限

そのものの撤廃はできなくても、そういう所得

中間層に利益を感じていただける施策を打ち出

していく必要があるのではないかということが

ご意見の中にありました。また、組織や人材の

確保については、どれだけ区の職員に良い人材

をそろえられるかが重要。待遇の改善を図るこ

とはもちろんですが、政策コンテストや改善活

動を通じて職員のモチベーションを高めてい

き、そしてそれらを適切に評価していく視点が

必要なのではないかというご意見をいただいて

います。 

資料１をご覧ください。くらし・まち分科会

の中で出された意見もご紹介します。大きく分

けて地域コミュニティのこと、人口動態や構成

に関すること、防災に関すること、その他とい

ったくくりで整理しています。 

地域コミュニティに関しては、主に町会・自

治会に関するところにご意見を多くいただきま

した。コロナによってイベント等がどうしても

できなくて、町会が何をやっているのか分から

ないという声が多くなってきてしまったといっ

た意見。若い世代でいろいろとやりたいことが

あるのだけれども、町会の中でそれらをやろう

とすると、なかなかそれを実現させてもらえな

い面があって、若い世代と従来の方々との間に

分断が生じていると感じるという意見も出まし

た。また地域コミュニティの中でも町会の話が

多く出ました。町会は、災害時に大きな力を発

揮するというところで、災害と関連付けてコミ

ュニティのあり方を考えていく必要があるので

はないかといった点。そもそも町会という大き

な単位が今後も続けていく必要があるかどう

か、原点に立ち返って考える必要もあるのでは

ないか。何かしらやりたいという思いがあれ

ば、そういった中でのネットワークも大事にし

なければいけないのではないか。町会・自治会

のあり方を考えるようにすべきではないかとご

意見も出たところでございます。 

人口動態・構成に関することですが、こちら

は中年単身者に関する意見が多く出ておりま

す。足立区に限った話ではなくて、東京都内で

は中年の単身者が増加してきており、これらが

今、目の前の行政課題として表面化はしてはい

ないものの、１０年後、２０年後にそうした

方々が高齢化してきた時に、従来の施策とは違

うアプローチを掛けないと、なかなか厳しいも
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のがあるのではないかというようなご意見が出

ました。またそうした中年単身者・高齢単身者

の方々が増えていく流れを止めることは困難な

ので、いかにそうした方々が足立区で暮らす中

で幸せを感じていただけるようなサポートをし

ていくのか。そういう視点が重要なのではない

かというご意見が出ました。 

ここで１件訂正をします。中年単身者に関す

るご意見の最後に、「若年者を増やして人口構

成を変えたところで、中年単身者は他区へ流れ

ていくのでそれでよかったと言えるのか」とい

う記述がありますが、一昨日、くらし・まち分

科会の中で発言者の小栁委員から訂正がござい

ました。「人口構成を変えたところで、中年単

身者は家庭を持つと他区へ流れてしまうので、

それで良かったと言えるのか」というのが本来

の趣旨だということでしたので、改めたいと思

います。 

子育て世代に関するご意見の中では、独身者

が増えている中では、子育て世代・若年層を呼

び込むことを前面に出さないと、なかなかそう

いった層が増えていかないのではないかという

ご意見。子どもを遊ばせたい、勉強させたいと

いう方は、足立区ではなく、そういったことが

実現できるような自治体に流れているのではな

いかというご意見がございました。 

防災に関しては、防災訓練の中で、障がい者

が健常者と一緒に訓練ができる状況ではないの

で、そういった点を改めていくべきではないか

というご意見がありました。 

その他のところですが、公共施設について

は、長寿命化など複合的にあり方を考えていか

なければならないとか、環境面については、家

庭からの二酸化炭素の排出が多いので、区民一

人ひとりが環境に配慮するという意識を高めて

いく必要があるのではないかという意見が出て

います。 

（石阪分科会長） 

もう一つの分科会では子育てに関してかなり

意見が出たようですが、中年単身者の話もクロ

ーズアップされたようです。また、町会・自治

会については、加入率の低下がございます。こ

ちらの分科会ですが、今ご説明があった資料２

について、皆さんのお名前がそれぞれの意見ご

とに入っているのですが、記載が分かりにくい

とか、こういう趣旨であるということを補足・

訂正したいことはありますか。 

（ぬかが委員） 

区政運営に関することの施策に関する意見の

４番目。「所得制限を撤廃できなくても」とい

う私の意見ですが、「中間層に利益がある施

策」がという表現は私はしないと思います。先

ほどの解説でもそうは言っていませんでした。

例えば「中間層に届くような施策」とか、そう

いうニュアンスだと思います。 

（伊東基本計画担当課長） 

訂正します。 

（石阪分科会長） 

他にいかがでしょうか。前回は比較的子ども

の教育に関すること、男女共同参画や区政運営

に関わることを中心にお話をいただきました。

特に修正がないようですので、資料２について

はこのような形でもう 1つの分科会でも共有さ

せていただくことになると思います。 

 

２ 意見交換（現状と将来に向けた課題等） 

（石阪分科会長） 

では次第２、意見交換に移ります。意見交換

をするにあたって、事務局から検討シートをご

用意いただきましたので、その内容についてご

説明をいただけますでしょうか。 

（伊東基本計画担当課長） 

検討シートを４枚ご用意させていただきまし

た。足立区の基本計画ですが、施策群の柱がご

ざいます。資料４で四角囲みになっているのが

柱でございます。１回目の審議会の中でも議論

されたのですが、議論は子どもの教育の観点が

中心でしたが、基本計画の中では多岐にわたっ

て柱がございますので、全てまんべんなくとい

うことは難しいかもしれませんが、できる限り

多くの意見をいただきたいと思います。 

（石阪分科会長） 

議論を整理するために、「ひと」から議論を

して、その後「行財政」に移るという議論のプ

ロセスにしたいと思います。 

まず皆さんにご覧いただきたいのは、資料４
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の①②の「ひと」の検討シートです。前回皆さ

んからいただいたご意見が含まれている状態で

す。本日も皆さんからいただいた意見をここに

どんどん入れていくという作業をしたいと思い

ます。 

まずは「家庭・地域と連携し、子どもの学び

を支え育む」ですが、これは比較的皆様からご

意見をいただきました。ところが、右側の「妊

娠から出産、子育てまで切れ目なく支える」の

方が非常に少なかったです。このあたり皆さん

からご意見をいただければと思います。虐待防

止とか、ひとり親家庭の支援とか、埼玉県では

条例案が廃止になりましたが。虐待も幅が広く

て、ネグレクトや放置も虐待に当たります。こ

ういったところも支援として必要なのではない

かという意見もあります。それからもう一つ、

待機児童ですね。これは保育園の待機児童もそ

うですし、学童もあると思います。あるいは今

は働いて子育てをするのが一般的ですので、そ

ういった両立支援は進んでいるのかどうか、こ

れも大きな課題としてあると思います。 

（秋山委員） 

妊娠から出産・子育てまでについてです。今

８歳の子どもがいて、山下友美委員と一緒で当

事者に近いと思うので申し上げたいと思いま

す。事前に事務局にお願いして資料を配ってい

ただいています。 

（石阪分科会長） 

これはこども家庭庁が出している資料です

ね。 

（秋山委員） 

令和４年に「こども基本法」ができて、その

具体的な方針として「こども大綱」を今策定し

ようとしているところですが、いろいろな資料

がある中で、これが一番分かりやすいかなと思

ったので用意しました。この資料には理想的な

ことが書かれているのですが、ここの「妊娠か

ら出産・子育てまで切れ目なく支える」という

のは、総合計画にかなり影響してくるのではな

いかと思っています。この「こども大綱」を元

に、それぞれの自治体で対策を考えるというふ

うになっていきます。今、中間整理の段階です

が、ここまでできあがっていますから、まずは

これをしっかりと全員で把握した上で、問題等

を話し合っていった方が現実的ではないかと思

っています。 

（石阪分科会長） 

区としては大綱ができた後に、これに関係す

るようなさまざまな条例や計画を検討する予定

はありますか。 

（安部子ども政策課長） 

まだ正直具体的なことはないところですが、

各自治体で「こども計画」を作らなければいけ

ないことになっています。こども家庭庁ができ

たことによって、自治体として進めるべきこと

が出ておりますので、我々としてはそれを遅滞

なく進めていきたいというところです。 

（石阪分科会長） 

これはまだ中間なので、まとまってからもう

一度改めて皆さんと共有することが必要になる

とは思います。これを参考にしながら、今、足

立区で不足していること、課題などを皆さんか

らご意見をいただきたいと思います。 

（ぬかが委員） 

３年間、子ども・子育ての特別委員会の委員

として議論をしてきており、党派を問わず課題

として大事だと質問が集中しているところ、私

もそうだと思うところをいくつかお伝えしたい

と思います。４～５年前、足立区は、出産期か

らの支援がほとんどないという議論から始まっ

たのですが、それで産後ケアがやっと始まりま

した。今年からは宿泊型の産後ケアというのも

作られ、大変好評です。一方、産後ケアがいろ

いろと整えられてきたが、一番本当に困ってい

る人に届いているのだろうかという話になりま

した。例えば７～８年前でしょうか。足立区内

で子どもを産んだのだけど、お金がないからミ

ルク代を稼ぐために夜の仕事に行っている間に

子どもが亡くなり、お母さんが虐待ということ

で逮捕されたという案件がありました。そうい

う人は全く足立区の施策につながっていなかっ

たんです。いろいろなサービスにつながってい

れば、そんなことは絶対にならなかった。本当

に困っている人は区に相談にいくのだろうかと

いう議論がある中で、今アウトリーチ型で、品

川区が２３区では始めました。紙おむつの宅配



7 

 

をやるということで、これは兵庫県明石市が有

名です。自治体によってやり方は違いますが、

明石市だと専門の方がいらっしゃいます。要

は、「紙おむつくれるよ」と言われれば、拒ま

れない。毎月届けることで様子を見て、ちょっ

と危ないかも、となれば、必要な機関につな

ぐ。また他の自治体では、生協と契約をしてい

て、子育て経験のある女性職員が届けることに

なっています。この切れ目のない支援と虐待防

止、ひとり親支援の両方に掛かる問題として、

今までは「来てもらう」支援だった。そこから

「アウトリーチ型」の支援を強めていく必要が

あるのでないか。これはかなり議会で議論にな

っていて、私も必要だと思っています。 

また、課題を抱える子どもたちへの支援、子

育てと仕事の両立支援についてです。前回、支

援を要する子どもに関する議論がありました

が、不登校の子どもがまた１,０００名を超えま

したし。それから引きこもりも数千名いると言

われています。もう一つの分科会でも議論があ

った、いわゆる中年の一人暮らしの課題とリン

クしますが、そこを本当にどうしていくかとい

うのを考えていかなければいけないのかなと思

いました。 

不登校の方で引きこもりの方も、家族会と親

の会と区が一緒になって、当事者同士が悩みを

出し合って、そして解決策を考える。あなたが

悪いのではない、ということで居場所を広げて

いく、打開策を広げていくという取組みがとて

も強まっています。もう少し全体として充実さ

せて、本当に困った人に手が届くようなやり方

を考える。この不登校・引きこもり対策は、単

純に不登校・引きこもりのためだけ対応ではな

く、宮本先生が繰り返し言っていた単身の、一

人暮らしの課題にもつながるので、もう少し重

視していく必要があるのではないかと思いま

す。 

子育てと仕事の両立支援について。例えば保

育園の待機児童は実質ゼロですが、第１次不承

諾と言って、第５希望まで保育園は書くわけで

すが、それでどこにも入れないケースがある。

まず「入れませんでした」という通知をもら

う。これが第１次不承諾と言うのですが、この

第１次不承諾の方が７００人を超えており、５

人に１人が第１次不承諾の通知をもらっている

という状態です。その後、調整の中で、ママさ

んとか、小規模とか、何とか入るところは見つ

かるけれども、やはり親にしてみると、保活が

過酷、結構きついという声をたくさん聞いてい

るので、その解決も大事だと思っています。 

また、学童保育室は本当に待機者が増えてい

るところが多く、入れないところが多いです。

今は放課後、子どもが本当に心配だという中

で、前よりもニーズが高まっています。区が頑

張って作ろうとしているのですが、場所が見つ

からず、計画通りに増えていない現状がありま

す。認可保育園をつくった時も最初そうでし

た。認可保育園の時、最初、区は頑張って作ろ

うとしていたが、場所が決まらず、なかなか増

えなかった。そういう中で、民間の方々と協働

しながら、増えていった。そういうノウハウを

使いながら学童保育室をもう少し増やしていか

ないといけない。あとは学校の中の学童保育室

を充実していくことがこれからの流れとしてあ

ります。今まで、足立区は、住区センター方式

が中心だったと思いますが、やはり学校で放課

後を過ごせるような方向性が大事かなと思って

います。 

（石阪分科会長） 

ありがとうございます。特に学童の方という

ことですが、保育園は今はゼロという理解でい

いのでしょうか。なぜ学童は増えないのです

か。既存の学校内に作っている自治体は多いで

すが、それも足立区では難しいのですか。 

（ぬかが委員） 

今、新しく作る学校では、一緒に学童が作ら

れています。 

（大山副分科会長） 

今ご説明があった通り、住区の中に学童を、

ということで、足立区はやってきました。今、

基本的に新たに建て替えるところについては、

地元の皆さんといろいろ協議はさせいただきま

すが、学童を設けさせていただいています。た

だし、建て替え自体もお金が掛かるので、それ

を進めていくだけではなかなか難しいのかなと

思います。 
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（石阪分科会長） 

実際に学童の待機児童数はどれぐらいいるの

ですか。 

（秋山委員） 

前の資料によると２３０人ぐらいです。 

（石阪分科会長） 

そこまでは多くはないでしょうか。 

（秋山委員） 

隠れ待機児童がいっぱいいます。私は働いて

いないので、そもそも申し込む資格がありませ

ん。逆に申し込めるならば、申し込んでからア

ルバイトを探すこともできるのですが、それが

できない状態です。実際はもっと需要があると

思います。 

（石阪分科会長） 

自治体によっては小学３年生までしか駄目と

か、高学年になるともう出ていってもらうと

か、そういうのもあるようですが、どうでしょ

うか。やはり安心して働くことを前提にする

と、学校で預かっていただく。こういう学童が

必要だし、待機児童についてはゼロを目指すべ

きだと思います。 

（片野委員） 

保育園の待機児童はだんだん減ってきていま

すが、当然その子たちが大きくなるので、学童

の方にやってくるわけです。一方、学童を作る

ためには厳しい条件がある。出口が両方になけ

ればいけないとか、安全性の確保とか、いろい

ろある。建物的にもかなり難しいというのがあ

って、場所を探すのが難しい。あまり遠くて

も、今度は子どもたちの安全があり、親御さん

が入れたがらない。いくつか学区の間にできた

ところもありますが、どちらからも遠い。今学

童に入れない子たちの受け皿として、放課後子

ども教室があると思います。これは各学校にお

部屋が割とあります。子どもたちが勉強してか

ら校庭で遊ぶ。もう少しクオリティを上げてい

く形でやっていけば、学童に準ずるものができ

るのではないかなと思っています。 

（石阪分科会長） 

それは今、１００％設置ですか。 

（片野委員） 

１００％ではないです。あるところとないと

ころがあります。足立区生涯学習振興公社が運

営しており、ボランティアがやっています。隣

の区は夏休みはずっと開けていて居場所になっ

ていますが。 

（ぬかが委員） 

学校によって違います、ボランティアですの

で。 

（片野委員） 

資料３に書いたことがあって、妊娠・出産・

子育ての切れ目ない支援ですが、ジェンダー平

等の（３）、妊娠・出産・子育ての切れ目ない

支援の充実の拡充で、ＳＮＳを活用した妊娠相

談、ワンストップ支援窓口。若年層の妊娠と中

絶の問題がありますが、これを早い段階からキ

ャッチすることがとても必要です。団体として

も要望しました。虐待にもつながっていく。妊

娠から子育てということは、いろいろなところ

にお互いに重なり合っているので、やはりいく

つかの窓口を作っていくことが必要ではないか

と思っています。 

（石阪分科会長） 

足立区は、ＡＳＭＡＰはないのですか。あれ

はできた時は画期的でこれを目指していたはず

ですが、今は上手くいっていないのでしょう

か。 

（ぬかが委員） 

前回、男女共同参画の話で衝撃を受けたので

すが、ＡＳＭＡＰの元は妊娠・出産時のアンケ

ートです。アンケートの回答の子育てが楽しい

とか、○が付いていても、保健師さんたちは、

表情や対話の中でちゃんと見抜くことができる

とは言っていますが、その時だけでは分からな

いのではないでしょうか。見過ごされる子ども

たちも出てしまうのではというのは話としてあ

りました。 

（野沢委員） 

アンケート実施の時に、対象者が絞られると

ころにＡＳＭＡＰの弱いところがあると思いま

す。妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援と

して、渋谷区や広島県でやっている、いわゆる

有名なネウボラ事業。対象者を絞らずに、妊

娠・出産・子育てを一貫して保健師が寄り添う

という、そんな制度に近付けていくということ



9 

 

も方向性としてありかなと考えています。 

（石阪分科会長） 

明石市の紙おむつの例は家庭に持っていくの

ですか。 

（ぬかが委員） 

そうです。もちろん希望を出す必要がありま

すが、希望すれば毎月紙おむつだったり、ミル

クのところもあるらしいですが、それが委託先

からになりますが、届けられます。そういう時

に様子を見る。区でも明石市に視察に行きまし

た。 

（石阪分科会長） 

区は今のところアウトリーチ型支援はあまり

やっていないのですか。 

（安部子ども政策課長） 

明石市のようにおむつを希望する全世帯にお

届けするといったことはやっていないと思いま

す。 

（野沢委員） 

アウトリーチ型が重要と考えています。その

一方でおむつの宅配を通じて、とかになると、

正直なところ、かなりの費用が掛かる。先日、

厚生委員会で高松市に視察に行ったのですが、

市から委託を受けた社会福祉協議会が１５名の

まるごと福祉相談員を配置し、どんなご相談で

もお受けしますよということで、市内を回っ

て、ランダムに訪問しているそうです。届かな

い声を拾っていくという、そういった費用面等

を考えると、そういったアウトリーチの仕方も

ありかもしれません。妊娠・出産だけではな

く、虐待防止とか、ひとり親とか、引きこもり

とか、そういった方々に対象を絞らず、内容も

絞らず、職員がひたすらアウトリーチをすると

いう手法もありだと思います。 

（石阪分科会長） 

引きこもりもアウトリーチ型が重要ですが、

行政はサポートステーションも含めてやれない

ということはやっていないということです。従

って相談がない限りサービスが受けられない。 

（市村副分科会長） 

民生委員の活動として、不登校や引きこもり

にどのように対応したらいいかということで、

専門の方を呼んでいろいろな話を聞いています

が、引きこもりの人に対して、どのように対応

していいのか全然分からない。そもそも引きこ

もりはなぜなるのか自体が分からない。いろい

ろな状況があって、その結果ということで大変

だと思いますが、その引きこもりに対して、

我々がもし相談があっても、どのように対処し

たらいいかが分からない。役所のどこへ相談し

たらいいかが分からないという状況だと思いま

す。最近、役所も引きこもりに対してはいろい

ろな対応をしてくれるようになり、いろいろな

ところで相談の窓口ができています。ただし、

我々もまだまだですが、地域の人たちはよくご

存じでない方が多いと思っています。 

それともう一つ、今、社会福祉協議会でやっ

ているのですが、希望する高齢者のお宅に無料

のヤクルト訪問をしています。それはいい事業

だなと思っています。翌日、ヤクルトが残って

いれば、住んでいらっしゃるお年寄りの具合が

悪いのかなとなる。希望者には無償でやってい

ます。 

（笠井委員） 

先ほどの話の中で、どうやったら引きこもり

とコミュニケーションが取れるのかという部分

についてですが、子どもたちも似たような例が

あります。一人きりになっているわけではな

く、一人だけど誰かとコミュニケーションを取

っている場合が多い。ほとんどの子が大体パソ

コンを目の前に置いて、誰かと何かしら会話を

するなり、文字で会話をするなりというのをや

っています。そこにアプローチができたら、引

きこもりとのコミュニケーションが取れる場が

できるのではないかと思いました。 

（山下友美委員） 

うちの団体としては、不登校だったり、引き

こもりだったりという子たちに対して、昼間お

家にいるので、そこでオンラインでつながる。

オンライン上に友達がいて、そこでチャット、

会話をしたり、一緒にマインクラフトをやって

何かを作ったり、みんなでパーティをする。も

ちろん、喧嘩もその中であります。仲良く協力

し合う。発達に疑いのある子たちは、みんなで

作ったものを壊したりというのがあったりする

のですが、そういう時は大人も一緒に加わっ
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て、こういうのはいけないんだよというのをち

ゃんと教えたりする。オンラインで、勉強とか

も分からないことを確認する。今、困っている

ことについて相談を受ける事業もやっていて、

そのニーズが多く、昼も夜もやっています。う

ちは居場所事業をやっているので、来られる子

は来る。パソコンがないならここに来てやって

もいい、パソコンがあるならお家から参加して

もいいよとなっている。学校に行かなくても、

その居場所に来る子たちも結構います。その子

たちに対して食事支援、子ども食堂など、広が

ってきています。 

（石阪分科会長） 

仮想のフリースクールのようなものですね。

それは足立区としてもぜひ支援してほしいです

ね。 

（大山副分科会長） 

今の話は初めてお聞きしました。区はＮＰＯ

法人カタリバと協定を結んでいます。仮想空間

の中で学校があり、自分のアバターがいて、相

談できるところに行くとそこで相談を聞いてく

れるというもの。まだ機械の設定が必要で、実

現はできていないのですが、取り組み始めてい

ます。 

（秋山委員） 

アクセスするためのツールについてです。区

では LINEで情報提供するという話もありました

が、今銭湯のＳＮＳを担当していて、肌感とし

て感じるのは、ここにいらっしゃる方は

Facebook を使っていると思いますが、若い人は

それと同じ感覚で Instagram を使っています。

複数アカウントを持っていて、顔出し・本名で

アクセスするアカウント、愚痴るアカウント、

みたいな感じです。私たちの感覚で Facebook み

たいに、区が Instagramをもっと使いこなして

いったらよいのではないでしょうか。今の２０

代は LINEを教えるというのは、私たちにとって

携帯の電話番号を教えるぐらい抵抗があるの

で、区も LINEで情報提供するのではなくて、

Instagramを使って情報提供するというプラッ

トフォームを作らなければいけないと思いま

す。 

あとは引きこもりをしている中高年は、Ｘ、

旧 Twitterで愚痴るのが好きだったりするの

で、そこで Twitterでもつながれるようにす

る。いろいろなチャンネルで、同じレベルで情

報提供することが、いろいろな層からアクセス

してもらうことにつながりやすいのではないか

と思っています。 

区も孤立している母親対策とかいろいろされ

ています。私自身も子どもが０歳、２歳の時、

孤立感に非常に悩んでいたので、ＮＰＯ法人子

育てパレットがやっている怒鳴らない子育て講

座に応募し、初めて託児をして受けたことがあ

ります。あそこに参加するメンバーを見ると、

しっかりした人が多くて、やはり区の広報誌を

ちゃんと読んで、申し込んで来る人は大丈夫な

人なんです。区としていろいろなサービスを提

供しますから、申請してください、来てくださ

い、というのはとてもハードルが高いと肌感で

感じます。本当に苦しんでいる人や虐待をして

しまいそうになっている人は、全く無理だと思

います。そういう人がアクセスできる何かとい

うか、むしろアクセスしなくても、やはりアウ

トリーチだと思います。 

（片野委員） 

先ほどおむつの話を聞いて思ったのですが、

私たちパントリー事業というのをＮＰＯでやっ

ています。そこにはいろいろな方がいらっしゃ

います。何かがもらえるというのはすごく魅力

がある。ヤクルトの話が出ましたが、あれは共

同募金のお金を使ってやっています。財源を他

から取ってきて支援を行う。私たちはひとり親

家庭を対象にやっており、豆の木メールから

「おむつを配ります」と一斉に発信します。豆

の木メールに登録はしており、かつ、それに反

応される方が対象となります。 

今、スクールソーシャルワーカーも私たちと

かなりつながっているため、７年目にして手応

えが出てきた感じがします。協働・協創につな

がりますが、来たらいいことがある、となる

と、やはり来やすい。かなりハードルが高い

方、つまり、本当に困っている方にも来ていた

だけます。その方々を先につなげたりもしてい

るので、私たち、地域の団体側も幅広い、本当

に切れ目のない支援をやっていくことになりま
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す。 

昨日、社会福祉協議会の計画策定部会があ

り、福祉まるごと相談課ができると聞きまし

た。要するに重層的支援の対象の部署です。そ

ういうところに自分で行くのは難しいけれど、

私たちが行ってどうすればいいのかが相談でき

るのではないか。重層的な支援をとても必要と

している方がたくさんいらっしゃるので、そう

いう通り道を作ることが大事だと思います。 

（石阪分科会長） 

行政の直営は難しいですが、ＮＰＯなどに支

援をして連携しつつやることが足立区としてで

きるかだと思います。 

（山下友美委員） 

我々の方が来やすいと思います。行政にいく

よりも、我々に言って、我々が行政につなぐ方

が安心性も信頼性も信用性も出てきます。 

（石阪分科会長） 

今まで、そのようにつながることがあったの

でしょうか。 

（山下友美委員） 

ないです。団体としてはお願いしているので

すが、行政としては、こちらからのお願いは個

人情報の関係があるからパシャッとやられるこ

とが多い。そこは連携を取っていただいた方

が、救いの手を差し伸べることはできると思い

ます。 

（石阪分科会長） 

まさに協創の取組みにつなげる一つのいい事

例ですね。 

次に移ります。これはがらりとテーマが変わ

ります。生涯にわたる学習・文化・スポーツ活

動が実践できる仕組みをつくる。多様な個性や

ライフスタイルを認め合う風土を醸成する。そ

して、人権・多文化共生・ユニバーサルデザイ

ン。これらについて皆さんご提言があればうか

がえますか。 

（野沢委員） 

多文化共生社会のところです。多文化共生と

聞くと外国籍の人が頭に浮かび、決算特別委員

会でも質問をしました。外国人の方の国民健康

保険の未納率が日本人と比較して高いというこ

とに関してです。それにはいろいろな理由があ

ると思います。言語の問題とか文化の違いと

か、一概には言えないのですが、これから多文

化で共生していく、外国人が日本に住むうえで

は、日本人と同じような知識を持っていただ

く。暮らすうえでの義務を学んでいただくこと

が必要だと思います。 

一方、私は隣の川口市出身でして、今クルド

人問題で注目を浴びていますが、中国の方がも

のすごく増えています。友人がＰＴＡ会長をや

っているのですが、日本語ができない状態で学

校に編入してこられる中国人がとても多いらし

く、学校が非常に混乱していて授業が進まない

といった問題が発生しているようです。こうい

ったことを想定して、外国人に寄り添ったきめ

細かいサービスの提供も同時に必要だと思いま

す。 

（石阪分科会長） 

川口市は足立区よりも外国の方がたくさん入

ってきていて、団地にもかなり住まわれてい

る。ごみ出しルールなどが守られていない。そ

れでどうしたかというと、まずは多言語化であ

り、パンフレットなどは全部日本語だったのを

多言語化する。それからコミュニティを作る。

これは新たなコミュニティを作り直すというと

ころです。これは日本人も入って、両方で共存

できるようなそういうところを作って、お互い

の誤解を解いて理解を深める。こういうことを

やらないと難しいです。 

最近ではネットを使って皆さん会話をするよ

うになっているので、オンラインツールであっ

たり、ＳＮＳの整備も必要です。 

（片野委員） 

これも昨日配られた資料なのですが、地域保

健福祉計画の素案が出ていて、ここに外国人の

問題が書いてあります。外国人の人口推移があ

って、令和５年１０月２日時点抽出の数値なの

ですが、１００を超える国籍・地域の方々とあ

ります。すごく多岐にわたっていることが分か

ります。今、学校に日本語適応指導講師として

入っているのですが、全く英語も日本語も話せ

ない子がいて、その子に対する支援はいろいろ

難しいです。日本語が分からないで授業に入る

のはすごく大変。ポケトーク片手に日々やって
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いて、あとは指導力でカバーしてやっていくこ

とになります。その親御さんたちはどうしてい

るのかと思います。片方の方がしゃべれる場合

や、日本人だったりすればいいのですが、そう

でない人たちをどう支援していくのか。避難所

の問題とかもあります。 

（石阪分科会長） 

親御さんの方がしゃべれない、従って、学校

からのプリントを見ていないとなる。 

（片野委員） 

なので、ここは電話をして説明するという形

になるんですね。学校側もポケトーク１台ずつ

あるんです、今。ポケトークを下げて先生がや

っているような形なんですね。なので、でもや

はりこの問題というのは、それこそ孤立になっ

てしまったり、災害時の避難所の体制として、

外国人を想定していなかったりするので。これ

は非常に基本計画の中にきちんと入れておくべ

き問題だと思います。 

（ぬかが委員） 

ご主人が日本人で、奥さんがフィリピン人の

ご家庭。ご主人が現役世代で急死して、残され

た子どもと奥さんの相談に立ち会ったのです

が、いろいろな手続きをしていなかったため、

国保料滞納で、わずか数十万しか入らない生命

保険を差し押さえられていたんです。本当に大

変でした。ちゃんと制度を知っていて、手続き

をしていたら差し押さえられなかったケースで

す。それから、私も日本語教育は親の方が重要

だなと思うようになりました。今、足立区は子

どもたちの日本語教室を重視しようというのが

全体として強まり、取り組んでいますが、親に

視点を当てるのがとても大事だと思います。 

また、国はヤングケアラー関連施策として、

外国語対応が必要な家庭に対し、手続きのため

に必要な通訳に補助を出しましょうという流れ

になってきています。手続きのために一緒に役

所に行くとか、もちろん制限はあるけれども、

そういうところまで国が補助してでもやるべき

だと出している。 

（笠井委員） 

自分は鹿浜二丁目団地に住んでいるのです

が、外国籍の方が結構多いです。ざっと見ても

５か国ぐらいはいらっしゃるでしょうか。彼ら

とのコミュニケーションはやはりポケトークに

なっています。それ以前はケータイの翻訳機能

でどうにかコミュニケーションを取っていまし

た。１年、２年経つと結構コミュニケーション

が取れるようになり、ごみ捨ての方法も間違え

なくやってくれるようになります。月１回ある

掃除も「自ら出るよ」とか、「自治会の活動も

手伝うよ」とまで言ってくださっています。戦

争で避難しているウクライナの方などは結構や

ってくださいます。２年ぐらいでコミュニケー

ションがとれるようになり、共同できるように

なります。全員ではないけれども、そういった

部分を入口にして、行政と外国人が分かりあえ

るような部分が作れたらなと思いました。 

（石阪分科会長） 

団地では、行政とかＮＰＯが間に入っていた

のですか。 

（笠井委員） 

そもそもはそばに住んでいる方がきっかけと

なり、その人が入口になって、心が開けるので

はないでしょうか。宗教や言葉の違いも乗り越

えて、一緒に住むためには「これ大事だよね」

というところを共有する。それは一緒に住んで

いるからこそ、毎日挨拶しているからこそでき

る。やはり何につけてもコミュニケーションが

一番大事だと思います。 

入る時は日本人の旦那さんと一緒に入ってき

て、子どもさんが生まれれば、日本で育つこと

になります。それ以外で急に家族で日本に来た

場合、ウクライナの方はまず東京都であり、通

訳が付いたりしていますが、それ以外の方はど

うなのでしょうか。言葉が分からないまま、行

政の手続きを越えて住んでいるのでしょうか。 

（ぬかが委員） 

去年まで文化・読書・スポーツの審議会委員

をやっていました。足立の特性として、文化・

芸術の分野で、中学生・小学生の吹奏楽とか、

金管バンドの活発さは本当に誇るべきことだな

と思っています。かつては音楽のまち足立とい

うスローガンもあったぐらいです。あの良さは

もっと突き出して、支援もしながら、広げてい

けたらいいかなと思います。吹奏楽でもいくつ
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もの中学校がマーチングとか、全国で金賞を取

ったりしていました。公立学校の中で吹奏楽が

できているので、いいなと思っています。 

（石阪分科会長） 

それを支えるインフラはどうなっているので

すか。 

（市村副分科会長） 

足立区は音楽でも何でもすごく強い。ただ

し、学校が困っているのは楽器の購入であり、

寄付をしてくれる企業がたまにあります。あと

は地域でそれぞれお金を集めたりしています。

例えば地区で優勝すると今度は大阪へ行かなけ

ればいけないとなると、遠征費は子どもも負担

するので、いろいろな形でお金を集めたりして

います。それは区から予算が出ないのでなかな

か難しいところではあります。 

また、昔から学力は低いけど、足立区はスポ

ーツは強いと言われていたんです。今は違いま

すけど。しかし、その割にインフラがないとい

うのは、それはいずれの団体からも今も言われ

ていると思います。 

（ぬかが委員） 

陸上競技場とか、少しはありますけど。 

（市村副分科会長） 

プロサッカーのチームの練習試合ができると

か、野球のオープン戦ができるぐらいの球場が

一つぐらいあってもいいんじゃないの、と思う

ことはありますが、かなりお金が掛かるので難

しいところ。スポーツをより振興していくには

そういう施設は必要だと思います。 

（ぬかが委員） 

インフラはないわけではないのですが、お粗

末です。今、フットサル施設を、学校統廃合の

跡地につくっているし、少しずつ広がってはい

ます。 

また、文化の分野も発表の場の少なさは問題

だと思っています。文化の方の審議会の分科会

でも、太鼓のサークルの方から言われたのは、

「太鼓をやっている俺らにとってみると、足立

区で練習する場所がないのは有名な話で、草加

市とかに行って練習している」です。インフラ

の整備も必要だなとは思ってはいます。 

（秋山委員） 

文化とインフラというお話が出たのですが、

今、美術をやっている人によると、箱物を維持

する費用が非常に問題になっていて、その一方

で、箱物がないと展示できないアートがいっぱ

いあるということです。文化と足立区というこ

とでは広報紙に多くの講座が出ていて、それで

みんな情報を得て自ら足を運ぶという形になっ

ている。資料によると４年度だと区内でこうい

う講座に参加した人は１５％という数字が出て

います。私はこの数値は低いと思っていて、そ

の背景にハードルの高さであり、場所に行かな

いといけない必要性があるからだと思っていま

す。また、子どもの連絡帳に、こんなイベント

があるよ、というお知らせが連日のように来て

いて、これに全部参加できたらありがたいなと

思う一方、こんな素敵なイベントにも子どもの

意思だけでは行けない。親が連れていかないと

いけないというハードルがある。文化を広げる

ためにはアクセスのしやすさが非常に大事とい

う前提と、最初に話した通り、アートをやるに

は箱物が必要だが維持費の関係でつくるのは難

しい、維持もできないということに表現者自体

が悩んでいるということ。 

それを解決しているのが、ビエンナーレ・ト

リエンナーレ系だと思います。最近だと、まち

の空き家でインスタレーションとかあります。

この間まで、墨田区京島地区で、すみだ向島Ｅ

ＸＰＯというのをやっていました。また、今年

２回目が終わったばかりですが、東京ビエンナ

ーレが上野・大手町地域でありました。申し込

みをしなくてもただ歩いているだけでふと目に

入ってアート体験ができたり、演奏をしている

のが目撃できたりします。 

足立区は大学もありますし、幸いなことに東

京芸術大学の拠点になる仲町の家もあります。

そういったところの協力を仰ぎながら、学生ベ

ースでまちぐるみのアートフェスティバルをや

っていくことも、今後広がりがでるのではない

かと思っています。 

（ぬかが委員） 

芸大との連携や屋外型のイベントもかなりや

っている。でも今おっしゃったように、単発

で、それぞれのイベントが、別々に開催されて
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いる。だから、やっている感が弱い。目に付く

ので情報を得ることができる人は来るけれど

も、歩いていて目に付くものになっていないと

いう点がもしかしたら残念なところなのかもし

れません。そういうところを、それこそ所管と

か、いろいろなところを超えて、一大イベント

みたいにする。足立区の A-Festa は一大イベン

トになっているけれども、文化の分野でも同じ

ようなものができるといいなと思います。例え

ば芸大連携は無料コンサートもやっているし、

アートアクセスというイベントもやっている

し、音まちのイベントとか、いろいろなイベン

トとかやっています。 

（石阪分科会長） 

芸術祭みたいなものでしょうか。 

（ぬかが委員） 

それが今、ないんです。だから今あるものを

もう少し上手く組み合わせれば、今おっしゃっ

た課題の解決ができるかもしれないです。 

（石阪分科会長） 

芸大もあるし、子どもたちが芸術に参加でき

る機会があるといいですね。 

（片野委員） 

六町ミュージアム・フローラというのが足立

区にはありまして、これは民間の方が作られた

ものですが、そこでかなりの展示会をやってい

ます。美術館主体でやっているところはなく、

１か月おきとか不定期ではありますが、空いて

いる時は貸してくださいます。我々の団体も助

成金をいただいて、ミモザ展というのを今度や

るのですが、やはり単発的になっているのは事

実です。どこかと同じ時期にやるのはとてもい

いと思います。こっちも、あっちも見ることが

できるとか、ある１か月間は芸術の期間、その

ような出し方は今まで確かに区はしていなかっ

たと思います。今週末にイベントをやるのです

が、必ずどこかと被るんです。それぞれが単発

でやっていて、今年はものづくりフェアと、去

年はおいしい給食とかぶりました。今、シーフ

ォースで学校関係は全部イベントのお知らせが

来るのですが、本当にすごい量で来ます。全部

見て本当に選んで行けるのかなと思います。回

るような仕掛けをしていった方がいいのかもし

れません。男女共同参画関連のイベントだと女

性に対する暴力をなくす週間でやるようになっ

ているため、ずらせないのですが。いずれにせ

よ、どこかと連携してやっていくということが

これからは必要かと思います。 

たまたま次の週がＮＰＯフェスティバルで

す。でも連携しているかというと、同じ会場を

使うのに全然していません。そういうところを

もう一工夫していく必要があります。 

（石阪分科会長） 

コーディネートは区がやるしかないかもしれ

ません。 

（片野委員） 

私が前からお願いしたいと思っていたのは、

足立区にないもの一つに、駅の近くに図書館が

ない。 

（ぬかが委員） 

今後できます。 

（片野委員） 

足立区は広いです。他区は駅の近くとか、区

役所の下とかに図書館があるところがかなりあ

ります。ホールも足立区は少なくて、フルオー

ケストラが入れるホールがないというのがずっ

と課題です。やる時は葛飾まで行ってやるとい

ったことも聞きますので、１か所でもいいから

つくる。あとは小さいホール、区民が使えるよ

うなホールを増やしていけたらいいなと思いま

す。 

（石阪分科会長） 

別の自治体で話した時に、図書館の縮小が大

きな課題になっていて、とにかく図書館を増や

せないという話でした。駅前に一つ作って、他

の図書館を全部潰すことをやっている自治体も

あります。 

（ぬかが委員） 

区の施設はどれも古くなっているから、施設

の再配置の中でより良いものにできると思って

います。図書館がとても大事だと思ったのは、

テーマになっている中間所得層が足立区に税金

を納めて良かったなと、自分に寄与してくれて

いると思えることは何だろうってずっと考えて

いたのです。その時に３,０００円もらってもそ

れほど嬉しくないだろう、だけど、駅前に図書
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館や自分が仕事帰りにくつろげる場所があっ

て、スタバのコーヒーを飲みながら本が読める

とか、そういう場所をしっかり区がつくってく

れている。そういうことで、税金を納めていて

良かったなとなるのではないか。 

つまり、通勤客、お勤めの人が利用できる文

化施設にしていく。現状としては図書館も地域

学習センターも多い。ただし、どちらかという

と高齢者の利用が多く、それはそれでいいのだ

けれども。通勤者や中間所得層、いろいろな人

たちが足立区にいて良かったなと思えるような

ものを駅近でつくるということは施設の再配置

の中でやれることだと思います。 

あとは梅田にできる図書館については、公園

と一体型で、これは議会でもみんなが求めてい

るものです。今までにないものにすると区も言

ってくれているので期待しています。 

（秋山委員） 

ぬかが委員の意見に本当に同意で、中間所得

層としては図書館がとても大事です。私は荒川

区のゆいの森を非常に使っていますし、千住の

ママ友もみんな言っています。前回、ふるさと

納税の話をしましたが、私は施設を使っている

ので荒川区に納税しています。ただ、人口がも

っと減っている自治体などに目をやると、イン

フラを維持していくというのはお金が掛かるも

のなので、複数あるものを潰して一つにするの

は避けられないと思います。ただ、ゆいの森の

ような施設は絶対に必要とされていると思いま

す。また、千代田区で確か秋葉原駅の近くにあ

る小学校は図書館を１階に配置して、そこを土

日に開放しています。小学校をこれから新しく

つくるのであれば、小学校を地域のコアとし

て、図書館として活用していくやり方もあるの

ではないかと思います。中途半端な図書館を配

置してコストを掛けるより、小学校に図書館と

か、公民館とか、中高生・大学生・中年の居場

所がない人たちのサードプレイスとかも作る。

小学校にお金を掛けて作っても、将来子どもが

どんどん減っていって、それを使わなくなると

いう未来もあります。小学校というものを包括

的に、みんなで使える場所にする。防犯など難

しい問題はありますが、考えていくことが今後

長い目で見た時には必要だと思います。 

（野沢委員） 

ユニバーサルデザインについてですが、イン

ターネットでお出かけスポットを検索すると、

インクルーシブ公園が話題になっています。特

に足立区では新田さくら公園がよく出てきま

す。インクルーシブ公園は、障がいのある子ど

もが遊べる遊具がある公園と捉えられがちです

が、実際のところは障がいのあるなしに関わら

ず、子どもか大人かも関係ない、全ての人が利

用できる公園ということなのです。これから少

子高齢化がどんどん進んでいく中で、また話題

性もあるということで、もう少し足立区として

もインクルーシブ公園を展開することが必要だ

と考えます。 

（石阪分科会長） 

足立区自体、公園の数が多いですが、インク

ルーシブ公園はそこしかないのですか。 

（ぬかが委員） 

インクルーシブ遊具ということで何か所かあ

るぐらいです。ちなみに舎人公園は都立です

が、かなりインクルーシブ公園になっていま

す。冒険の丘というのが誕生しています。 

（石阪分科会長） 

ここで一旦切らせていただいて、行財政の①

に移ります。これは具体的なお話と言うよりは

区政運営であったり、協創であったり、地域活

動を活性化するためのアイディアみたいなとこ

ろになると思います。役所内の人事関係の組織

運営なども含まれます。先ほどＮＰＯとの連携

が難しいという例が一つ挙がりました。これは

協創の推進に該当することかなと思います。 

（秋山委員） 

町会に入る人が減っているという話が前から

出ていますが、私はマンションに住んでいるの

で、町会に入りたいと思い申し込んだのですが

断られました。町会に入って何をやりたいかと

いうと、別に草むしりをやりたいわけでもない

のですが、ただ地域で困ったことがあった時

に、私はやるぞという意思表示をしたかったか

らです。だから何かできることはないかと思い

まして、防災士の資格を取ろうと思ってはいま

す。足立区だと助成があるようですが。 
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（片野委員） 

私のところで募集していますので、ぜひどう

ぞ。 

（秋山委員） 

今は町会に入る以外に、地域でこういう時は

役に立つよと立候補する人はかなりいると思い

ます。それが新しい町会の形ではないかと思い

ます。 

（石阪分科会長） 

地域活動において、町会・自治会が全てでは

ないですよね。しかしながら、足立区は町会・

自治会に対する信頼や思いが強いですし、そこ

を中心に支援している。一方で、手を挙げてこ

ういうことをやりたいと言う人への支援という

のは今のところないかもしれません。 

（片野委員） 

女性の防災士を育成するために区が助成して

いることを知ったのは区長からです。防災士の

講演会があって、その時の挨拶の前に話してい

て知りました。どのように募集しているかを全

く知らず、町会からの推薦があってと言われた

のです。それだとやはりわからないでしょう。

私はある町会の中で３２年間教室運営をしてい

るのですが、１回も「町会費を払ってくださ

い」と言われたことがないです。先日、町会の

方とお話をする機会があったのですが、町会内

にスーパーができたら一軒家より大きいため、

多くの町会費をもらうと聞きました。とてもび

っくりして、テナントでもきちんと町会費を払

うことができるのかと思いました。町会として

もバラバラです。ましてや誰が町会長かも普通

は知らないです。ある人が「こんなにやる人な

らば、町会として絶対欲しい人材じゃないか」

と言われたぐらいです。ただし、町会とのつな

がりが全く持てない。ではどうするかという

と、「防災」はかなりキーワードになってくる

と思います。それで女性防災士をやろうと思っ

て、女性団体連合会で地域のちから推進部長と

話をし、多様性社会推進課に伝えてもらい、最

終的には災害対策課から連絡がありました。今

年も、１人の方が助成を利用して防災士の資格

を取得しました。 

地域活動の活性化というと、どうしても町会

ベースで語られることが多いのですが、実は地

域活動は町会だけではなく、いろいろな方たち

がやっています。ＮＰＯなどの地域活動を支援

していきますというのは、おそらく助成金を出

す、ということだと思いますが、助成金は３年

間で終わることが多いです。その後は自立して

くださいと言われるのですが、その自立に向け

てどうしていくのかということが問題になって

います。 

先日のように町会の方とお目に掛かることが

できれば、ＮＰＯとして一緒にやっていきまし

ょうということができます。町会とＮＰＯ、そ

こに民生も含めた会議を社会福祉協議会がやろ

うとたことがあります。ぜひ、こういうのを続

けてやってくださいとお願いしていますが、で

きれば区の取組みとしても、協創が生まれる場

をつくっていただくと良いと思います。 

（石阪分科会長） 

地域活動家を育てる講座みたいなもので「皆

援隊」というのがありませんでしたか。本来は

足立区で育った人たちが地域で活動をしてもら

う。この講座を受けて、そのノウハウを地域で

生かしてもらうという、その循環を期待して

「皆援隊講座」というのがあったと思うのです

が。 

（片野委員） 

「皆援隊講座」は今もやっています。そこで

会った方同士で活動をすることはあります。例

えば多文化共生の中の外国人の支援をしている

団体が集まって、一つのグループを作り、新し

い活動を生み出したりしています。 

（ぬかが委員） 

「皆援隊講座」はＮＰＯの支援の枠の中に入

っています。ＮＰＯ活動支援センターの事業で

あり、それが協働として次につながるというよ

りも、学んで良かった、で終わっている。 

（片野委員） 

コロナ前に子ども食堂を結構活発にやってい

て、子ども食堂に参加したい方も参加ができる

ような形でやったことがあります。その際、か

なりボランティアが来るなど、活発な動きがあ

ったのですが、その後コロナ禍で子ども食堂自

体が運営できなくなり、お弁当配達型になって
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しまって残念でした。あのような形のものをま

たやってみたらいいと思います。一時期はそこ

に町会・自治会も入っていたことがありまし

た。そのような大掛かりな出会いの場を再びつ

くっていただくことが協創が生まれるきっかけ

になると思います。 

（野沢委員） 

効果的・効率的な区政運営について。学童保

育に関しては教育委員会ではなくて、地域のち

から推進部ということで縦割り行政になってい

るきらいがあります。私は区議会議員になって

思ったのですが、ちょっと部課が多すぎるよう

に思います。特に道路とかの建設系が本当に多

い。例えば、排水口が壊れているので直してく

ださいと陳情をいただいても、どこに電話をし

たらいいのかが分からない。もう少し縦割りを

減らすために部課の統廃合が必要だと思いま

す。 

（石阪分科会長） 

次に②ですが、足立区のマイナスイメージに

ついて。これは区民の中では払拭されていて、

足立区は住みやすいという方がかなり増えてき

ていますが、外向けのアピール・広報がなかな

か難しいという課題があります。情報の発信で

すね。更には財政運営のところで、自主財源の

確保。稼ぐ自治体ということが最近は言われて

いますが、公有財産の活用や長寿命化もテーマ

ですが、このあたりはいかがでしょうか。 

（野沢委員） 

自主財源の確保についてですが、８月に豊田

市に行ってきたのですが、トヨタ自動車のお膝

元ということで、どの施設もピカピカで本当に

豪華です。体育館などもどの階にも誰でもトイ

レが２つあり、全部電動。足立区に関しては、

そういった企業誘致を重視した方がいいのでは

ないかと思います。それにより安定的な収入が

得られて、自主財源の確保にもつながると考え

ます。 

（ぬかが委員） 

特別区の場合、企業に来てもらっても、税収

が区に入らないです。法人の固定資産税は全部

東京都に入ります。企業が東京にいてくれれば

配分されるわけです。むしろ住民税収という点

から、企業誘致によって転入してきた方々や住

んでいる方々の経済力が上がることが重要だと

いう気がします。 

（勝田政策経営部長） 

企業誘致をした場合、税収に関してはあまり

大きな影響はございませんが、それによって勤

める方が地元で買い物をしたり、雇用とか周辺

環境に与える影響は大きいと思っています。な

お、エリアデザインを検討する際、大学誘致と

合わせて企業の誘致も考えるのですが、今は企

業自体が床を持たない流れになっているので、

企業誘致が難しい状況になっています。 

（石阪分科会長） 

小さいことですが、他の自治体でよくやって

いるのは、広告収入とかネーミングライツなど

があります。 

（秋山委員） 

北千住駅の人の流れの話ですが、２０２２年

度でしたか、乗降客数が７位で、秋葉原や新橋

と同じぐらいの人の流れがあります。かなりの

流れがあるのに、活かし切れていないのではな

いかと思っています。北千住駅を利用して、自

主財源の確保につなげられないものかと思うの

ですが、区の施設を入れて活用するとか。 

（石阪分科会長） 

駅の活用事例は他の自治体でもありますが、

財源確保というよりはサービス提供が多いで

す。 

（秋山委員） 

中央口のテナントがよくつぶれていて、今も

空きですが、そういったところを上手く使えな

いかなと思ったりします。あそこに区の施設が

あったらすごくいいなといつも思っています。 

また、いろいろなサービスがありますが、ほ

とんど無料であることにとても引っかかってい

ます。５００円とか、とったらいいと思いま

す。先ほどのアートトリエンナーレなどは、基

本的に参加者は３,０００円ぐらいのお金を払っ

た上で見る。無料でも見られますが、そこでま

たお金もとったりします。もう少しやること一

つひとつにお金を取ることを意識した方がいい

と思います。 

（片野委員） 
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自分は観光交流協会にも入っており、花火大

会を有料化したのですが、あれでもまだ他の区

に比べると安いそうです。でも区民としてはい

ろいろな反動があって難しいものです。また、

ギャラクシティがありますが、私たちが他区の

施設を利用する時は「区民以外」というカテゴ

リーで高いお金を払って利用するのですが、な

ぜ足立区はそうなっていないのか、ずっと思っ

ています。 

（ぬかが委員） 

ギャラクシティには体験型の遊具があり、よ

うやく実現したもので、当時は日本で有数の体

験型の屋内型遊具ということで、他区からも殺

到した大人気の施設です。足立区のイメチェン

につながっていると思います。 

ふるさと納税制度で２３区の税収が減ってい

るわけです。これはとても大変で、返礼品のこ

とも区はいろいろと工夫してやっているもの

の、寄付の募り方についても工夫の余地がある

のではと思っています。例えば、足立よりも全

然子どもの貧困対策が必要ではない自治体が、

クラウドファンディングでかなりのお金を得て

いるのを見た時に、なぜ足立はこれをやらなか

ったのかと思いました。足立区はそれこそ全国

に先駆けて、子どもの貧困対策、どの子も未来

を持てるような足立にしていこう、と頑張って

いる。クラウドファンディングや寄付のやり方

をもっとプロの手も入れながら考えていくとい

うか、更に上手く突き出していくというか。今

も「あだち虹色寄付」とか、いろいろ頑張って

はいるのだけれども、突き出し方が弱い気がし

ています。 

（石阪分科会長） 

区としてクラウドファンディングというのは

やっているのですか。 

（ぬかが委員） 

やっていないです。 

（石阪分科会長） 

ふるさと納税も足立区は出ていく方が多いで

すが、これは２３区共通の課題です。一つ注目

しているのは企業のふるさと納税ですね。足立

区にゆかりのある企業だったり、区内にはない

けれども足立区に納税したいという企業から募

る。これはトップセールスじゃないと難しいの

で、区長に頑張ってもらうことになります。 

（ぬかが委員） 

法人税は駄目ではないでしょうか。 

（伊東基本計画担当課長） 

確認します。 

（片野委員） 

先ほどのギャラクシティの問題もそうなので

すが、老朽化してきてかなり痛みが目立ってき

ています。そういったところの修繕費を考える

と、お金は取った方がよいと思います。区民か

ら取れなくても、他区の方には足立区の施設な

のだから、微々たるお金でも取る。あの古いま

まずっと置いていくとイメージダウンになりま

すので、修繕等も考えて、有料化していくこと

も考えた方がよいと思います。 

あとは例えば、総合スポーツセンターなどで

シニア割を設定するとかでしょうか。 

（石阪分科会長） 

今はどうなっていますか。 

（片野委員） 

お金は払いますけど、年齢では分かれていな

いと思います。 

（秋山委員） 

何にお金を払うかというのが、今の若い人の

政治への関わり方だと思っています。私はふる

さと納税でもそういう目線でお金を入れたりし

ますし、あとは無料のものであっても、寄付を

受け付けているのであれば、できるだけするよ

うにしています。ふるさと納税については、東

京の自治体はアピールが弱いととても思ってい

ます。納税してもらえるかというよりも、ショ

ーケースとしてこういう事業をやっていて、こ

こにお金を入れてくださいというのをしっかり

アピールすることがすごく大事だと思いますの

で、もっと力を入れてほしいです。 

利用料についても、やはりその事業が続くた

めにお金を払うという考えが若い人はちゃんと

身に付いていますから、取るべきだと私は思い

ます。 

（石阪分科会長） 

ここは賛否があるでしょうね。ギャラクシテ

ィでも利用料を取ることはできると思います
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が、その分大幅に集客が減ると思います。 

（野沢委員） 

SUUMO とか見ると、ギャラクシティはかなり

掲載されており、まちに対するプラスイメージ

への貢献は非常に大きいので、その点は総合的

に考慮しないと難しい問題だと思います。 

魅力の発掘、創出やプラスイメージへの転換

というところですが、足立区と言うと治安が悪

いという外部の方からのイメージがあると思い

ます。刑法犯の発生件数も２３区で３番目に多

い。令和４年度の刑法犯の発生件数の割合はど

のくらいでしょうか。 

（ぬかが委員） 

総数は３位ですが、割合は低いと思います。 

（勝田政策経営部長） 

数字の見せ方として、面積割りや人口割りな

どいろいろな見せ方があります。そうすると、

足立区は人口も多いですし、面積も広いので、

比較的２３区では低い方になってきます。た

だ、割合で数字を出すのではなくて、足立区と

しては件数にこだわっています。 

（野沢委員） 

それに対して、現在取られている対策の主な

ものをうかがえますか。 

（勝田政策経営部長） 

最も件数が多いのが自転車盗難です。最近だ

と、高校生に鍵を閉めてくれればマックのドリ

ンクの割引券を渡すといった取組みをしていま

す。区内の４警察と綿密に連携をして、これだ

け様々な取組みをやっている自治体は珍しいと

思います。最近では竹の塚の見回りも警察と協

力してやっています。 

（野沢委員） 

３位という数字を下げるために、本当に徹底

して大規模にやるという方法も考えられると思

います。 

（石阪分科会長） 

広報戦略として、なぜネガティブなとこにこ

だわるのでしょうか。率とかにすれば下がるわ

けですが、これは区長の意向ですか。 

（ぬかが委員） 

区長のこだわりでしょうか。 

（勝田政策経営部長） 

数字にこだわっているのと、今まで総数で言

っていたのが、「面積割りだと低い」に切り替

えるとなると、違った捉えられ方をされかねな

いです。 

（伊東基本計画担当課長） 

取り上げられ方として、件数というのは分か

りやすい。報じられる時は件数の大小なので、

そこにはこだわらないとイメージが改善しない

ということです。 

（石阪分科会長） 

ごまかしているのではないかと思われるのは

避けたいということでしょうか。 

（勝田政策経営部長） 

分かりやすさということから件数になってい

ると思います。 

（野沢委員） 

件数にこだわるならば大規模に、徹底的に順

位を下げる戦略が必要だと思います。 

（石阪分科会長） 

外から見ていて、足立区はかなりこの部分で

努力していると思います。体感治安は良くなっ

ていますよね。 

（勝田政策経営部長） 

体感治安はかなり良くなっています。体感治

安と件数のギャップをどう埋めていくのかとい

うことで、様々な取組みをしていますが、最近

ネタが尽きてきており、職員の提案を採用して

何でもやっていこうという姿勢の下、やってい

ます。 

（石阪分科会長） 

そう考えると、足立区のイメージも区外の方

にとっても上がってきていると思うのですが。 

（市村副分科会長） 

我々の年代のちょっと下の方、その上下では

足立区のイメージはずいぶん変わったのだろう

と思います。私の年代だと、足立区と言うと、

「え、足立区に住んでいるの？」と変な目で見

られるようなイメージがありました。今の人は

そういうイメージは持っていないと思います。

住んで良かったまちに北千住が１位になるぐら

いになっています。北千住にいながら、もっと

もっとイメージを上げるような何かをしてもら

えるといいのかなと思います。 
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（石阪分科会長） 

足立区は広報大使とかＰＲ大使がいないです

よね。 

（ぬかが委員） 

それは思います。議会でもいろいろな議員

が、こういう人がいるじゃないか、と出るので

すが、定め切れていない。例えば名誉区民も、

昔から住んではいるものの、私たちもあまり存

じ上げない方がいます。 

（石阪分科会長） 

旬の方がいないということでしょうか。 

（ぬかが委員） 

いません。広報大使として、例えばボクシン

グやオリンピックの選手とかたくさんいるので

すが。 

（片野委員） 

前回の会議後、石阪分科会会長から、足立区

はどういうまちになるのか、と言われて、キー

ワードになるものはないかとずっと考えていま

した。最近、「レジリエンス」という言葉が書

いてありますが、これは足立区のひとつのキー

ワードではないでしょうか。私は横浜市から来

たので、それこそ何で足立区にいるの、と言わ

れたことがあります。足立区の魅力は何かとい

うと、ベルモント市がシティ・オブ・オポチュ

ニティと言っているんですが、足立区はシテ

ィ・オブ何だろうって思ったら、レジリエンス

という言葉がすごくぴったり来るなって思った

のです。ＳＤＧｓも関わってくるし、回復力が

あるまち。そういう人たちも応援するまちみた

いな感じ。そうするとイメージがプラスになる

なと思いました。 

（石阪分科会長） 

突き抜けるとか走るということではなくて、

どちらかというと、しなやかにいろいろな人た

ちがいるということでしょうか。 

（片野委員） 

幸せに暮らすまちというイメージであり、包

み込むような感じなのかな。 

（野沢委員） 

個人的には誰にでも優しいまちなのかなと思

っています。私は埼玉県川口市出身ですが、大

宮の方の市町村に勤めるなど、いろいろなとこ

ろに住んできました。今は西新井に住んでいま

すが、非常にバリアフリーで住みやすいです。

区議会議員にならせていただいて、いろいろな

地区を回っているのですが、綾瀬とかも住みや

すいですし、北千住もそうです。比較的フラッ

トで住みやすく、インフラもコンパクトにまと

まっていて住みやすいまちであるので、そこを

アピールするのも悪くないと思います。 

（石阪分科会長） 

私もそれに賛成ではありますが、一つ足立区

として今まで出てこなかったキーワードとし

て、「活力・活性化」が必要ではないでしょう

か。今まではどちらかというと、いろいろな

方々の面倒を見たり、支援したりというところ

が強く出ていて、多分住んでいる方にとっては

優しいイメージがあるもかもしれませんが、外

から見るともっといろいろな主体的な活性化の

運動が大きなうねりになって、区を元気にする

ようなことにつながるといいなという思いもあ

ります。ただし、それと同時に、優しさとか多

様性とか、インクルーシブもそうですし、レジ

リエンスもそうですし、そういった言葉も一方

で出てくるでしょう。難しいですが、これはこ

こで決めるというよりは、皆さんのいろいろな

考えで区当局も判断すると思います。ただ、プ

ラスのイメージはいろいろありますから、足立

区のどの部分を外に向けて発信していくかは一

つ課題ではあります。 

あまりプラスのイメージの話が外に伝わって

こないかもしれません。中ではいろいろやって

いることがあるのですが、足立区の場合、ネガ

ティブイメージが強調されて、区外の人にはプ

ラスに思えないところがあるのです。これだけ

いろいろな活動をしていて、元気な団体もある

ので、それが上手く区外にＰＲできればいいと

思います。 

（笠井委員） 

最近話題になっている安芸高田市の市長の

話。ふるさと納税が馬鹿上がりしている背景と

して、市長が行政改革をする姿勢、奮闘を市民

に知ってもらおうとしている。市民の意識を改

革するということが目的で、YouTube にその奮

闘を流していて、それがきっかけでふるさと納
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税が馬鹿上がりし、それを上手く活用している

という話を最近目にします。それをヒントにす

ると、例えば足立区が今やっていることを

YouTubeに上げるのはどうかと思ったのです

が。 

（石阪分科会長） 

おそらく地方の自治体は切羽詰まっており、

何とかしなければいけないということでトップ

自ら出ていってやっています。あまり東京２３

区の区長がやることはないかもしれません。た

だし、トップが広報活動に積極的に関わるのは

一つあるでしょう。 

（野沢委員） 

地域活動の活性化のところですが、今までは

地域活性化に参加していなかったのですが、区

議会議員になってから、例大祭や御神輿担ぎに

も参加するようになりました。参加していて思

ったのですが、コロナが明けて５年ぶりという

ことなのですが、人がそれほど集まらない。一

部の人に負担が偏っている。そういったきらい

があるように感じました。先ほどの文化・芸術

分野に関わりますが、例大祭などに対して行政

がもう少し関与してもいい気がするのですがい

かがでしょうか。 

（勝田政策経営部長） 

地域のちから推進部で町会の活動に対して助

成金をお出ししています。特に町会・自治会へ

の加入者が少なくなっていることから、まずは

子どもに関するイベントを強化しましょうとい

うことで、補助金額を上げています。今そうい

った活動を守るための補助は手厚くし始めてい

るところです。 

（野沢委員） 

補助金を出すのも大事なのですが、お金以外

の具体的な施策は検討していますか。 

（勝田政策経営部長） 

具体的にはなっていませんが、どういうお手

伝いが一番求められているのか、手助けになる

のかの検討を行なっているところです。 

（ぬかが委員） 

情報発信のところで、私もインスタは本当に

大事だと思っています。足立区は LINE、ホーム

ページ、Ｘで発信しています。若い人はインス

タだよ、とすごく言われました。Facebook は高

齢者だよ、と言われたりするので、どういうツ

ールを使うかは考えた方がよいと思います。 

（石阪分科会長） 

若い世代への情報発信の工夫が必要になるの

で、ぜひ考えていただきたいと思います。 

時間がまいりましたので、本日出された意見

については事務局でまとめていただいて、次回

共有できればと思います。 

 

３ 今後の議論に向けた資料の説明について 

（伊東基本計画担当課長） 

本日配布した資料５をご覧ください。こちら

は足立区基本計画策定のための検討の追加資料

です。１回目の全体会の際に基本計画策定のた

めの検討素材という資料をお配りしています。

その中身は区の現状の数値的なものを網羅した

もので、本日は議論の中でも出ました学童の待

機児なども入っています。ちなみに、令和５年

４月時点で２６８人となっています。これは議

論の参考になり得ると思いますので、合わせて

お読みください。 

更に追加をさせていただきたいものとして、

資料５をご用意しました。内容は人口、特に転

出入の状況、壮年期単身者の状況となります。 

まずは２ページ、人口転出入者の状況という

ことで、特別区全体と足立区の状況をお示しし

ています。まず特別区全体の転出入の状況を俯

瞰すると、３ページの左側のグラフですが、日

本人は平成９年度以降転入者が転出者を上回る

社会増の状況です。令和３年度はコロナの影響

で転出超過になったのですが、また転入超過が

復活しています。日本人の人口推移が右側にご

ざいますが、右肩上がりから最近は下り坂にな

っている状況です。４ページが外国人のグラフ

です。外国人についても、コロナの影響下であ

った令和２年、３年は転出超過でしたが、令和

４年度以降は一転して転入超過となっていま

す。足立区の人口の推移ですが、令和５年度に

なるとまた転入が続いています。 

５ページは足立区の状況です。足立区の日本

人ですが、平成１４年度以降転入超過が続いて

います。実はコロナ禍においても転入超過で
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す。ただし、０歳から１４歳という若年者が

徐々に下がってきているのに対して、６５歳以

上の割合が増えてきています。 

６ページは外国人の状況です。こちらは特別

区の傾向と同じで、令和２年、３年は転出超過

でしたが、今は転入超過の状況です。 

７ページは２３区の転出入者の年齢層での比

較になります。転入者においては、いずれの区

も２０代が最も多く入ってきています。特別区

全体で若年者の流入が起きています。ただ、転

出者においても多くの区で２０代が一番転出し

ています。中央区・港区・千代田区は３０代が

一番出ていっていますが、多くは２０代多く転

出入しています。 

８ページ以降が、人口に対する転出入者の割

合です。足立区は転出が５％。転入が５.４６％

ということで、２３区で比較するとその動きが

決して高くない現状です。ただし年齢層を区切

ってみると、０から９歳では転出が４.６８％、

転入が３.４８％。この年齢は転入の割合が多い

のですが、その割合は他区と比べるとやや低く

なっています。９ページは２０代、３０代で

す。２０代は足立区は転入超過です。１７.０

２％に対して２１.６５％です。ただ、これも他

区と比べると高い方ではないです。３０代は転

出する割合が多い結果となっています。従っ

て、０から９歳代と、３０歳代は転出の割合が

多いので、おそらくこの数字は親子関係の方も

いるのではないかと思います。 

１０ページは特別区外からの転入者が多い区

が赤・黄色・緑の順番で付けています。足立区

と大田区が転入者の中では、特別区の外から来

ていることが多いことが分かりました。右側が

転出の割合ですが、足立区は２３区の外に転出

している方の割合が多いという状況です。中心

部は２３区の外に出ていく割合は少なくなって

います。 

１１ページは実際にどの自治体から転入して

きて、転出しているかをまとめています。 

１２ページ以降が壮年期単身者。ここでは３

５歳から６４歳の間で単身である方を指してい

ます。本審議会の宮本会長が、特別区長会研究

機構で、特別区における小地域人口・世帯分析

と、壮年期単身者の現状と課題のとりまとめを

されていて、その結果を抜粋しています。 

１４ページ以降のグラフをご覧ください。特

別全体区と日本全体で今言った３５歳から６４

歳の単身者の割合を比べると、特別全体区の方

が男女とも多いことが分かります。 

１５ページは足立区の状況です。足立区は全

国の割合よりは高いのですが、特別区全体で比

較すると低い方です。１６ページの棒グラフ

で、令和２年で言えば、特別区全体では２５.１

８％の方が壮年期単身者だったのですが、足立

区ではまだ２割以下です。 

１８ページが令和２年単年でどれぐらいの割

合の方がいるのかということと、平成１２年か

ら令和２年までの経験で見た時の動きとなりま

す。中心区の方が単身者の割合が多いことが分

かります。周辺区である足立区・葛飾区・江戸

川区などはまだ低い状況です。増加する割合も

中心部は３００％以上となっていますが、足立

区は５８.９６％ということで増えてはいますが

中心部に比べると低い状況です。 

こうした現状を念頭に置きつつ、今後のご議

論を進めていただければと思います。 

（石阪分科会長） 

これについて質問はありますか。足立区は中

年単身者は少ないということが分かりました。

よろしいでしょうか。 

では、以上で第２回の足立区基本計画審議

会、ひと・行財政分科会を締めさせていただき

ます。 

 

４ 事務連絡 

（伊東基本計画担当課長） 

次回は第２回全体会になります。日時は令和

６年１月１６日１３時からの開催を予定してお

ります。場所は本日と同じ、この８階の特別会

議室です。また、当日の資料については、今回

同様事前に送付する予定です。ご希望の場合は

データ形式でも送付をいたします。本日も活発

なご議論ありがとうございました。 

 

 


